
職業 高校の情報処理教育担当者

情 報 処 理 教 育 セ ン ターの現状

高専における情報処理教育の現状

(昭和47年 度)

に関す る調査について

昭 和48年3月

目 工1『
唄騨 灘 警 轡 ンター

』 財団法人 情報 処理研修セ ンター
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本報 告 書 は編 和48年 ・fitZC行 な っ た下 言己の調 査 の 結 果 で あ る・ 麟 高
.

校 お よ び高 専 の 情 報 処理 教 育 お よび情 報 処理 教 育 担 当 者 の養 成 の参考 に し て

頂 き度 い。

1・ 都 道府 県 の 教 育委 員 会 か ら派 遣 され て5ケ 月 ない しは6ケ 月 の情 報 処
,

理 の 研修 を 受 け,教 育 の現 場 に も ど られ た主 と し て職 業 高 校 の 先 生達 の現 在

の意 見 の調 査,260名 中250名 の 回 答 が あ っ た。(以 下 で は 「職業 高校 の部」

と略 称す る)。

2・ 都道府 県 お よび特別 市 に設 置 さ れつ つあ る情 報処 理 教 育 セ ン ター一の現

情調 査,15セ ン タ ー 中9セ ンタ ー か ら回答 が あ っ た。(「 教 育 セン ター の

部 」と略称)。

5.工 業,商 船 高 専 の情 報 処 理 教 育 の現 状 と情 報 処 理 教 育 担 当 者 につ い て

の調 査,65校 中47校 の 回 答 が あ った。(「 高 専 の 部 」と略 称)。
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高校 にお ける情報処理教育 の調査(1)

t(t)貴 方 の学 校に は電 子計算機が ありますか

固縮 の頒 商業 工業 普翻 不明 凛嘉 萎一または

総 数85103151515

あ る4465534

なh59558102

回 答 漏 れ1:、05007

県 の情 報 処理 教 育 セ ン タ ま たは 教 育委 員 会 の主 事 の人 は,こ の質 問 に対

して,回 答 を し て計 算 設 備 を 記載 した場 合 もあ り,ま た,学 校 に所 属 して

い ない との理 由 で 回 答 を省 い た場 合 もあ っ たo

情 報 処理 教 育 の 研 修 を受 け た教 師 の約4割 が ま だ 身近 に コ ン ピュータ設

備 を もっ てい ない こ と に な る。 ま た,商 業 高 校 の 方 が,高 価 な コン ピュー

タ設 備 が 必 要 で あ るた めか,導 入 が遅 れ てい る。

t(2)県(ま た は 布)に 情 報 処理 教 育 セ ンタが あ り ますか

酪 者の頒 鱗 工業 普通科 不明 曇蒜 萎一または

総数85105111515

ある5555458

な い4667785

回 答漏 れ0102

t(5)学 校 に も県(ま た は布)に も電 子計 算 機 設 備 の ない もの

回 答者 の分 類 商 業 工 業 普通 科 不 明 計

総 数831051115212

双 方 と もな い25257663

予算 のつ き具 合 が 遅れ てい る た めか,約3割 の 先 生 が 電 子 計算 機 を教 育
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b

に 使 え ない で い る(たS'し,そ の 中 の若干 は 目下導入 準備 中で あ る。

2・ 貴 方 の職 場vaSbい て は,情 報 処理 教 育 に対 して どの程 度理 解 と支持 とが

あ りま すか 。

(1)県(ま た は市)に つ い ては,

全 い ど 大

く え ち い

な ・ な ら に
い い と あ

も る .計
12'345

商 業 高 校04192852』65

工 業 高
、校 ・6・447271・4,

普 通 高 校 ・145212

セ ン ターaた は0125弓41

県 教 委 ・ 一 ・

不 明'01415ttsl15

(2)校 長,教 頭 に つ い て は

全 い ど 、大'_、

く え ち い

な な ら に

い い と あ

も る 計 、

12345

商 業 高 校 。,1127428,

工 業 高 校161740`59103

普 通 醜1055 、312

、巖 書 または0122・,58

不 明01462a5
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(5)同 僚 に つい て は

商 業 高 校

工 業 高 校

普 通 高 校

センターまたは

県教委

不 明

全

く

な

い

1

1

ど

ち

ら

と

も

5

い

え

な

い

2 4

大

い

に

あ

る

5

計

452281885

011

0

0

0

2

1

o

294321104

9

2

7

1

4

4

1

2

13

9

514

全 般的 に見 て,情 報 処理 教 育 に対 す る 周囲 の理 解 と支 持 とは 良い と担 当

者は 考 え てい る よ うで ある。 特 に,商 業 高 校 の担 当 者 は,県(ま た は市)

や校 長,教 頭 な ど予 算 を 獲 得 して くれ る人 々 の バ ッ ク 。ア ップを心 強 く感

じてい る よ うで ある。 工 業 高 校 ・普 通 高校 の担 当者 の方 が 周囲 の理 解 度 に

対 す る評 価 が やS低 い よ うに見 られ る。

5研 修 に つい て

研 修 期 間 の
(1)

5ケ 月 は

(2)研 修 の レベ

ル は

a)長 過 ぎ る

b)適 当

C)短 か過 ぎる

a)下 げ るべ き

で あ る

商業 工業

01

4750

2842

4 2

b)現 状 で よい5155

普通科

0

8

5

0

9

セン タまたは

県教委

o

12

1

0
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c)上 げ た 方 が17 、5645

が よ い

研 修 を受 け た担 当者 の 中 に は,期 間 を延 長 す る と と もに研修 の レベ ル を

上 げ る こと を要 望す る人 が,約3割 い る と とに 注意 す る必要 が あ る。 も う

少 し期 間 を長 く と り,レ ベ ルを 若干 上 げ る こ とが 必 要 で あ る と も考 えち れ

るo

㈲ 商 業,工 業 とに 分 類 した 方が よい で し ょうか 。

回答 者 の分 類 商業 工 業 普 通 科 不 明 セ ン ター
県 教 委

総 数85105131315

aし た方 が よ、～(80979ao.M

bし な くて よレ、58432

4.情 報 処 理 教 育 に関 す る学 会 あ るい は 協 会 が 作 られ た ら貴 方 は'参加 され ま

す か。

回 答者 の 分 類 商 業 工 業 普 通 科 不 明 セ ン ター

県 教 委

総 数85100151313

(1)す る7595151512

(2)し ない85001

5・ 現場 で情 報処理教 育を進 めて行 く上での問題 点

(1)設 備 面

計算機 が学 校 にない ために,教 育 して も学 生が理解 して くれ ない との

悲痛 な訴え が54も あ っ た。 これ と関連 して,現 状では産振設備には電
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算 機 組 織 の品 目が ないそ うで,細 目変 更 で しか 購入 す る こ とが で きない

との こ とで あ る。 この た め 他 の科 目を担 当す る同僚 との折 合い が 悪 くな

ったり・掴 や所属地味 共体の認可欄 られ な㌣ 熟 して滝 子計

算 機設 備 な どの購 入 資金 の調 達 に 苦 労す る との意 見が ,,31も あ った。
・
ノ:三

計 算 機 が導 入 さ れ てい る と こ ろで は,端 末 装置 また は オ フ ライ ンせ ん

孔 タ イプ ライ タ の不足 を訴 え る声 が54も あ っ た。 これ と同時 に,入 力

機器 と しての 機 械的 テ ー プ読 取 り器,出 力 機器 と しての タ イ プ ラ イ タの

速 度 が遅 い の で,.限 られ た 時 間 に多 人数 の教 育 が で きない とい う悩 み を

訴 え る もの も約10件 あ った。

この他 に,コ ア ・メモ リの容 量 の不 足か ら フォ ー トラ ン な どの コン パ

イ ラが 使 え なか った り,使 え て もパ ス の数 が 多 い ので,処 理能 率 が悪 い

との苦 情 も多 い。 メー カー か らの1パ ス ・コン パ イ ラの 提供 を要 望す る

声 もか な り《あっ た。..

マ ーク ・カー ドま た は マー ク ・シー トを使 っ てい る とこ ろで は,経 費

がか か る こ とと,印 刷切 れ な ど に よる 入 手困 難 を訴 え で い る もの が 目に

つい たo

(1)カ リキ ュ ラム制 度 面

商 業 高 校 ・工業 高 校 ・普 通高 校 と も圧 到的 に大 きい 声 は,情 報 処理 教

育 で は計 算機 の使 用 や プ ログ ラムや デ ー タの 作成 にか な りの時 間 を要 す

るの に,現 在 の カ リキ ュ ラムで は そ の時 間 を割 り込 ませ る こ とが で きな

い とい うもの で ある。 そ の時 間 を とるた め に,他 の商 業 科 目 。工 業 科 目

な どをいか に して削減するか消 胤 た科 目・などと噂 し姻 容 をもた

せ る に は ど うした らば 良 い か とい う問題 の 解決 に迫 られ てい る よ うで あ

り,こ の種 の 悩 み を訴 え る もの が 次 に多 か った。
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と の点 で,情 報 処 理教 育 の 位 置 づけ を した新 指導 要領 の よ うな もの を

出 して 貰 い たト と の希 望 も多い。 特 に,指 導 時 間割 と カ ラキ ュ ラム内容

の バ ラン ス の点 に お い て,教 育 目標 の設 定 が 難 しい と訴 え る ものが多 か

っ たo

商 業 高校 で は,学 校 で行 っ てい る情 報 処理 教 育が 実 社会 と マ ッチ し て

い るか 否 か に つい て,疑 念 を拘 い てい る回 答 も多 か っ た。

(5)カ リキ ュ ラム教 材 面 .

との欄 へ の ア ン ケ ー トの集 計 結 果 は以 下 の よ うで あ る。 各 項 目は一 応

の 分類 で あ り,そ れぞ れ の項 目相 互 に関 連 を もっ てい る。

そ こ で は,カ リキュ ラ ムはお か れた が 適 当 な教 材 が な く,個 々 の教 員

の 努 力 に待 っ てい る 現 状 に 対 してめ 注文 が 多 ぐ で て い る。

1.適 当 な教 科 書 が 苦 いL'

(1)こ内容 的 に す ぐれ た テ キ ス トが ない

(標 準 教 科書 の よ うな)

(2)テ キス ト等 の 印刷 費 がか かbす ぎる

(3)各 学 校 に設 備 され た機 器 に つい て

(と くに メー カーか らの)テ キ ス トが ほ しい

2.適 当 な教 材 が ない

(1)市 販 の教 材 の内 容が 不 十 分

実 践 的 な もの が な い

思 考 力 を養 う基 本 的 な ものが な い

教 材 の値 段 が 高 い

と くに,工 高用 に適 し た ものが な い

(2)ハ ー ド面 指 導 にお け る,OHP用

55

41

8

47

24
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又 は ス ラ イ ド用 教 材 が ほ しい

㈲ 関 連 ラ イ ブ ラ リー の完 備 が 必要

(4)教 材 作 成 に時 間 がか か りす ぎ る

(資 料 集 め に 苦労 す る

(5)他 教 科 との 関 連 で無 理 な カ リキ ュ ラム に な る

(例,微 積 分 が3年 後 半 に ある)

3.そ の他

(1)指 導 教 員 の時 間不 足,人 材 不 足

(2)メ ー カー の技 術 設 計 と の コン タ ク トで きる

研 修 がほ しレ、

㈲ 講 義 と実 習 との結 びつ きが ほ しい

(社 会現 場 と教 育面 で の 差が 大 きい)

設 問1に 関 し て電 子計 算 機 の機Ptteよ び 規 模 に つい.て の 回答

機 種 高 校..セ ンター

F230/104kW5

8kW・7

F250/158kW171

46kB2.

F250/2516kB1

52kBl

F25152kCl

F5311kB2

FR・4kB1

8kB1
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ψ

FMa七e52kW

F不 明

H815024kB

H104kW

8kW

HiTAC①P60216W

H不 明

N1210

N1240800W

1.6kW

N2200/5016kC

N2200/7524kC

N2200/250

N5200/150

N3200

N不 明

04300

04500

0UK

M-7

JAC110G

USAC1500

49kC

16kW

8kC

9200皿

8kW

lkw

lk't.Y

4kW

8kW

12kW

46kW

16kB

9

4

1

5

8

1

1

4

2

5

7

2

1

1

1

1

1

4

3

7◎

1

-

Z
∨

1

1
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YHP9100A50

不 明
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情 報 処 理教 育 セ ンター に 関 す る調 査

近 年,文 部省 の補 助 金 を 受け て各部 ・道 ・府 ・県 ・特 別 市 に情 報 処理 教

育 セン ター が あい つ い で設 置 さ れ てい る の で,そ の活 動 の実 状 を知 るた め

ア ンケー ト調 査 を行 なっ た と こ ろ,9つ の セ ン ターか ら回 答 が あ っ た ので

これ を一 覧表 に ま と め て紹介 す る。 ・、

各 セン ター と も中型 の 小程 度 の 規模 の計 算 機 シ ス テ ムを設 置 して い る。

また,相 当数 の オ フ ライ ン カ ー ドせ ん 孔機 ・テ ー プせ ん 孔 機 を そ なえ て い

る ほか,光 学 マー ク読 取 機 を そ な え てい る所 が 多 い。 ミニ コ ン を設 置 して

い る所 もみ られ る。 他 に数 値 制御 の実 習 設備 を もっ てい る所 が 多 い。

最 大 約30校 ・年 間延 べ16,000人 程 度 まで の商業 高 校 ・工 業 高校 の生

徒 に対 す る実 習,最 大 年 間延 べS,eOO人 程 度 ま で の 高 校 教 員 に 対 す る研

修 を行 なっ てい る。 教 育研 修 の 内容 は 入 門的 な性 格 の ものが 大 きい 比 率 を

しめ てい る。 商業 高 校 に対 してはCOBOLとFORTRAN,工 業 高 校 では,

FORTRANの み の カ リキaラ ムを用 意 して い る 例 が 多 い ア セ ン ブ ラ言 語 の

教 育 を行 な っ て い る例 は み られ ない 。

下 表 にお い て セ ン ター の 正式 名 称 は 次 の通 りで ある。

馬

知

川

島

賀

減

食

島

群

愛

香

福

滋

宮

奈

徳

群 馬県教育 センター

愛知県情報 処理教 育 セン ター

香 川県情報処理 教育 センター

福 島県教 育セ ンター

滋賀県総 合教育 センター

宮城県教 育研修 セ ンター

奈 良県情報 処理 教育 セ ンター

徳 島県情報処理 教育セン ター

一11一
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'福 岡 福 岡県
立教 育セン ター

(商 業)㍉(工 業)は それぞれ商業高校,工 業高校 を示す

欄 内に○ 印を記 し てあ る ものはそ の項 目に概 当す ることを示す。
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拶

セ ン タ ー 名 称 群 馬 愛 知 香 川 福 島 滋 賀 宮 城 奈 良 徳 島 福 岡

設 置 ・開 所 の 時 期 464. 464. 464. 4ム4、 4ス4. 4Z6 4Z4. 4ス11.

(商業) ⊂[業) (商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工業)

利用する学校数 5 7 18 15 6 4 3 5 7 5 11 8 5 4 9 5 2 2

地区内の学校数 6 7 22 17
'

6 4 10 5 3 5 5 4 9 5

利用する生徒数

1回 当りの人数 45 45 155 160～120 45 40 45 45 46 40 45)90 4〔})80 90 80 45 40 45 40

年間延人数 2772 1775 9900 6760 5500 4000 3,522 1,545 4810 5760 4500 4240 2295 1520 180 80

このほか普通 このほか普通
セ 生徒1人1回 当りの利用時間数 科にも実施 科にも実施

ン 1日 の時間数 6 6 4 4 6 6 5 5 6 6 5 5 6 6 5 5

タ

ー
日数 ～5 ～2 5 5 2～3 2～5 2.4 22 1～5 1～5 5 5 5 5 5 3 .

の

利 カ リキ ュ ラムの 内 容

用

状
FORTRANと そ の応 用 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

況 00BOLと そ の応 用 ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○

A アセンブラ言語とその応用 ○(NC)

生

徒
その他

に

対 入 門 コ ー ス と ア ドバ ン ス ・ コ ー 1 1 学校の実情に応じ 5 5 入門 コ ースが 主 4 1 1 o 6 1 各 学 校 の カリキュラ
ムに応 じて行 なっ

す

る
スとその比率 多様 て い る

教

育 生徒を指導するのは

学校教員 ○ 一 ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○

セン タ ー所員 ○ ○
一 ○ ○ ○ ○ ○

一

その他 一 一 一 一 一 一 一 一 一

カ リ キ ュ ラム ・教 材 は
`

○(県) 一

県 な どの統 一 カ リキ ュラム
一

○(セ ン ター)
一 一 一 一 一

各学校独自 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 ○

生徒の宿泊施設 な し な し な し な し な し あ り(78名 分) な し な し な し

一14～15一





一ーー一 　

,

'

'

、 、

(商業) (工業) (商業) (工業) (商業) (工i料 (商業) (工業) (商業) (工業) (商業)
、

⊂[業) (商ii約 (工業) (商業) (工業) G商業) (工業)

利用する教員の数

1回 あたりの人数 15 15 60 85 50 50 15 15 18 18 50 50 20 20 10～50 5～30 20 20
、

年間の延人数 450 440 500 425 150 150 45 45 196 24り 1540 1580 90 255 60 90 60 60

セ
1入1回 当 りの利用時間数

ン 1日の時間数 6 6 4 4 7 7 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

タ 日数 10 10 5 5 5 5 5 5 65 6.5 4～24 4～24 5 5 5～10 5～10 5 5

1 この ほ カ理数科
の の教員にも実施

利 研修内容

用 FOR田RANと そ の 応用 ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 一 ○ ○ ○
状

況
COBOLと そ の応 用 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ 一 ○ ○ ○ 一 ○ 一 ○ 一

B アセンブラ言語 とその応用 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一

一 、/

高

校

その他 ○(os) ○(os)
一 一 一 一 一 一 一 一 一

○(NC)
一 一 一 ○(Nの 一 一

教

員 入 門 コ ー ス と ア ドバ ンス ・コ ー 1 1 1 1 全部中程度 5:2 1 0 2 1 1:2

に

対

スとの比率

す

る 研修会 の講師は

研 大 学 教 授 『 ○ 一 ○ 一 ○ 一 一 一
○

' 、

修
セ ン タ ー所 員 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

指導主事 ○ 一 一 一 一 一 一 一 一

一内地留学等で研修をしてきた 一 一 一 一 一 一 一 一

教員 一 ○ ○ 一 ○ ○
一 ○ 一

その他

生徒 の利用時間と教員の研修の

ための研修のための利用時間と 1:1 10:1? 10:1 15:2 2:1 5:1 6:1 2:5

の比率
、

一16～17一

一





計算 機 シス テ ム

繊 FAOOM230-25 HITAO8210 FAOOM250-25 FACOM250-25 FAOOM250-25 FAGOM230-25 NEAC2200-250B FAGOM250-25 FAOOM230-25

メモ リー容量 32KB 52KB 32KB 52KB 32KB 32KB 49KC 52王(B

、

52KB

磁気 ドラム装置 524kB 一 524KB 524KB 524KB 524KB 一 524KB 524KB

設 磁気ディスク装置 ス25MB×2 2,56MB×2 5.2MB×2 52BM×2 52MB×2 52MB×2 92MC×2 5.2MB×2 52MB×2

磁気テープ装置 21.6KB×4 30KB×4 21.6KBX4 21.6KB×4 21.6KB×4 21.6KB×4 28KO×6 21.6KB×6 21.6KB×4

'

カー ド読 取 機 500枚/分 750枚/分(ご 一ク付) 800枚/分 800枚/分 800枚/分 800枚/分 800'枚/分 800枚/分 、 600枚/分

ラ イ ン プ リ ンタ ー 36〔〃440行/分 60〔レ/500行/分 1000行/分 1000行/分 50〔↓/1000行/分 1000行/分

`

420行/分 1000華 分 370/勺00行/分

類テープ読取機 200字/秒 500字/秒
'

.240字/秒 240字/秒 60q/1200字/秒 500/600字/秒 300字/秒 200字/秒 500/600字/砂

紙テープせん孔機 50字/秒 1犯 字/秒
・

50字/秒 100字/秒 100字/秒 何0字/秒 110字/分 100字/秒

光学マーク読取装置 一 一 100枚/分 100枚/分 100枚/分
.

100枚/分 200枚/分
-100枚/分

100枚/分

その他 X-Yプ ロッタ
o

X-Yプ ロッタ X-Yプ ロッタ X-Yプ ロッタ
●

X-Yプ ロ ッタ

ディスプレイ

オ フ ・ライ ン装 置 '

カー ドせん 孔機 5 14 20 16 6 18 23 14 15

テープせん孔機 5 10 15 6 10 47 10 6

カード検孔機 2 1 1 1 1
∴

1

その他 分類機 分類機 ・照合機 分類機翻訳機集団

備 作表機 復写合計せん孔機

集団復写せん孔機

その他の計算機 FACOM-R TOSBAG-40 FAGOM-MATE

8KB 52KB 52KB

数値制御関係実習用機器 あ り
辱あ り

あ り あ り あ り あ り あ り

e
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◎ 高 専 に お け る計 算 機 の導 入 状況

1.回 答 の あっ た47校 中51校 に導 入 さ れ てい る、

2・ 導 入 機 種 に は つ ぎ の よ うな もの が あっ た。

A

FACOM

NEAC

TOSBAC

OK工TAC

H工TAC

MELCOM

JAC

230/25270-20

(24kB～32kB)(16kW)

5200/305200/50'

(8kW～24kW)

3400/21(8kW)

4500(20kW)

5010(20kC)

ET

B

AM

4500(8～12kW)

1,101-10(4kW)

120(8kW)

A欄 の機種 では大 部分 の学校 では常勤 あ るいは非常勤 の専任 職員が1～2

名が居 り,管 理 運営委員会が設 け られてい る。B欄 では,大 部分 の学校 では

専任職員 も委員 会 もな い。

◎ 情報処理 教育担 当者 の年 令構成

年 令20代50代40代

人 数36名8451

(21%)(48%)(18%)

合 計175名

◎ 同上 の情 報 処 理 教 育歴

年 数0年1年254

人数25637547

50代60代

194

(11%)(2%)

5678

16772

70代

1

910

15
、

一21・ 一
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◎ 同上 の研 修 状 況

情 報 処 理 の 専 門教 育 を終 了"L40名

大 学 へ の内 地 留 学1年'18名

'6ケ 月14名

研修 施 設 で の 研 修'、-t159名

メー カー や 民 間 の講 習 会 参 加t,473名

◎ 授 業 科 目は注 に のせ た以 外 は す ぺ て専 門 科 目で あ る。

恒

d

/

一・'22一





国 立工業高専

高 専 名 授 業 科 目 名

.、

…

対 象 学 年i
授業時間数:

(週)

対 象
学 年

函館工高専 演 算 工 学 機械工学科 2 3

応 用 解 析 同 上 1 4

同 上 同 上 1 5

■

電 子 計 算 ＼機 電気工学科 2 5

同 上 同 上 2 4

同 上 同 上 2 5

電 子 計 算 機 工業化学科 1 4

同 上 同 上 1 5

電 子 計 算 機 土木工学科 2 4

L

電子計算機の有無 ・㊨b無

釧路工高専 機 械
応 用 数 学

電 気 60 4

(数 値解析)

建 築 (.年間)

・3子計算機及 び

機 械 2 5

自 動 制 御 ,

電 子 計 算 機1 「

2 4
'

〃 ‖ L 2 5

電 気
〃 皿 2 5 ,

卒 莱 研 究 6 5

電 子 工 学 基 礎 ・ 電 子 5 2

電 子 計 算 機 5 3

電 子 工 学 実 験 3 5

一23一



受 講
学生数

計算機 実習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭 和48年 度授 業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

55 ○ ○ ○ 敦 賀健 一 機械 工学 科

P

29 ○ 、 ○ ○

31 ○ ○ ○
ξ

24 ○ ○ ○ 塚原 至 電気工学科

35 ○ ○ ○

34 ○ ○ ○

28 ○ 長谷川俊勝 工業化学科

29 ○ ○ ○

56 ○ ○ ○ 佐野 房 土木工学科

、
二

116 ○ 中原秀生 一般(数 学)

三 浦 良 一(非 常 勤〕

45 ○
片山茂男 機 械

39 ○ ○ 宮腰秀勝 電 気
●

42 ○ ○ 村山康"

■ 54 ○ ○ 宮腰秀勝"

42 ○

52 ○ 坂 田 薦 電 子

58 ○
〃 〃

58 ○ 伊藤 弘"

一24一



高 専 名

釧路工高専

※電子 工学

旭川工高専

※印は

八 戸工高専

授 業 科 目 名

電 子 計 機 織

電子計算機の有無

'は
,学 年 進行中でA7

数 値 解"析

電 子 計 算 機1

電 子 計 算 機 ∬

電 子 計 算 機

電子計算機 の有無

48年 度 後期 よ り○ とk

電 子 計 算 機 概 論

電 子 計 算 機

情 報 理 論

シ ス テ ム ェ 学

電 子 計 算 機 概 論

電 子 計 算 滅 概 論

卒 業 研 究

電子計算機 の有 無

対 象 学 年

建 築

a㈲'b無

度は 第5学 年 ま

機械工学科

〃

〃

電気工 学科

a有 ㊥ 薫

る予定

機械工学科

電気工学科

電気工学科

電気工学科

工業 化学科

土木工学科

土木工学科

a有q撫

授業時間数
㈹

1.5

前 期1

()

後 期2

で す ので,

1

1

」1

4

1

2

'◎

5

0

0

1

ウ
'

9

対 象
学 年

4

し添え

5

4

5

5

5

5

5

5

5

5

5

ます 。

一25一



受 講
学生数

計算機実 習

を強制 する

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭 和48年 度 授業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

(前 期)

中島 敏 建 築
. 40 ○

(後 期)"

横平 昭"
●

…

17 ※ 高田秀次 機 械

64 ※ 片岡更一"

、17 ※ 「

〃 〃

25 斉藤 清 電 気
栃内香次"

(非 常 勤1

36 倉茂道夫 東北大学工
学部非常勤

52 ○ 小田桐章次 電気工学科
照井武彦 岩手大学工

学部非常勤

52 O 大泉充郎 東北大学応
用 情報 セ ンタ ー 非常 勤

◎

52 ○ 木村正行 東北大学工
学部非常勤

.

52 鈴木 睦 東北大学工
学部非常勤

57 ○ 斉藤 進 土木工学科

7 ○ 〃 〃

(外 部計算) 、

「26一



高 専 名

一関工高専

宮城工高 専

授 業 科 目 名

電 子 計 算 機

〃

〃

〃

情 報 処 理 概 論

電子計算機の有無

横

磯

機

学

算

算

算

数

↓
1

↓
1

十
一

同言
口

⇒
=ロ

言
口

子

子

子

用

電

電

電

応

工 学 実 験

電 子 計 算 機

電 子 回 路

電 気 工 学 実 験

電 子 計 算 機 概 論

金属工 学実 験実 習

電 子 計 算 機

電 子 計 算 機

情 報 工 学

特 別 講 義

卒 業 研 究

対 象 学 年

機械工学科

〃

電気工学科

〃

機械工学科

a㊨b無

機械工学科

電気工学科

金属工学科

機械 電気
建築金属

機械工学科

機械工学科

電気工学科

電気工学科

建 築 学 科

金属工学科

機械工学科

金属工学科

機械 ・金属

滅械工学科

機械工学科

授業時間数
㈹

1

1

1

2

0.5

1

1

1

4

5

1

3

4

1

6

1

1

1

1

6

対 象
学 年

4

5

4

5

5

w5

Z
∨

5

4

4

4

4

4

4

4

5

5

5

5

5

一27一



一

'

'

1

受 講
学生数

計算機 実習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭和48年 度 授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

77 ○ 1 佐 々木世治 機械 工学科

61 〃

52 ○ 平山芳英 電気工学科

54 ○ ○ 〃

61 ○ 笈川俊雄 茨城大学工

学部非常勤

40 庄司彰,庄 子満 彦,赤 沢真

、

44 ○ 豊岡忠義

54 丹野 浩一

146 ○ 渡辺 宏(非 常 勤)松 村 吉
康,平 館幸男

40 ○ 機械工学科全教官

40 ○ 庄子満彦

56 ○ 小枝昌造

56 ○ 小枝昌造

54 ○ 庄子満彦

56 O 丹野 浩 一

32 ○ 小枝昌造

31 ○ 豊 岡忠義1

7◎

9
↑

2

6

↓5

z
∨

○

○

○

猪 岡 光.(非 冨勤)

機械 工学科 全教 官

〃

一28一
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高 専 名

宮城工高専

仙台電波
工高専

秋田工高専

授 業 科 目 名

卒 業 研 究

電 気 通 信

情 報 理 論

電 子 計 算 機

電 気 工 学 実 験

電 子 計 算 機 概 論

金 属 工 学 実 験実習

卒 業 研 究

電子計算機の有無

電子計算機の有無

計 算 機 数 学

電 子 計 算 滅

〃

電 子 計 算 滅 概論

応 用 数 学

電 子 計 算 機 応 用

制 制 工 学

対 象 学 年

電 気 工 学 科

電 気 工 学科

電 気工 学科

電 気 工 学 科

電 気 工 学 科

建 築 学 科

金 属 工 学 科

金属 工 学 科

・㊨b無

a㊨b無

機械 電 気
工莱 ・土木 ・

工 学 科

機 械 工 学 科

〃

電 気 工 学科

〃

〃

〃

授業時間数

⑱

6

.4

1

3

4

1

4

5ス

1

-

え1

2

4

'1

1

対 象
学 年

5

5

5

5

5

5

5

5

2

5

4

5

4

5

4

一29一



i

受 講
学生数

計算機 実 習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭 和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常勤非常勤の別

54 ○ 電気工学科全教官

, 54 ○ 池田 哲夫

34 ○ 阿部 健一

●

54 ○ 小枝 昌造(非 常勤)
坂 田真 人

34 ○ 違辺 宏

36 ○ 豊岡忠義

31 ○ 丹野 浩 一

31 ○ 金属工学科全教官

`

、 ∵

、

;

,■

157 ○ 吉村 卓 機械工学科

飴 39 ○ 伊藤 惇"
`

55 ○ 〃 〃

v

■

36 ○ 菅原英 一 電気工学科

40 ○ 工藤 幹 一般科 目

35 ○ 竹之下裕 五郎(非 常勤)

40 ○ 菊池光一 電気工学科

一50一
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、

高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年
授業時間数

㈹
対 象
学 年

秋田工高専 制 御 工 学 電 気工 学 科 2 5

情 報 工 学 〃 1 5 マ

演 算 機 器 〃 1 4

、 L

電 子 計 算 機 工 業 化 学 科 2 5
●

電 子 計 算 機 概 論 土 木 工 学 科 2 4

電子計算機の有無 ⑥有b無

福島工高専 応 用 数 学 機 械 工 学 科 2 4

(第3学 期

,

1" 電気 工 学 科 に約20
4

〃 工業 化学 科 時間 行た 4

う)

〃 土 木工 学 科 4
'

情 報 工 学 機 械 工 学科 1 5

〃 〃 1 4
'

電 気 工 学 概 論 〃 1 4

情 報 工 学 電 気工 学 科 2 5

電 子 計 算 機 〃 1.5 5

自 動 制 御 〃 2 5

〈'

情 報 工 学 工 業 化学 科 2 5

化 学 工 学 〃 2 5
呼

電 気 工 学 概 論 〃 2 3

'

〃 〃 2 4

情 報 工 学 土 木 工 学 科 2 4

〃 〃 1 5
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受 講
学生数

計算機実 習

を強制 す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭 和48年 度授 業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別 望

55 ○ 渡辺倫寧(非 常 勤)
'

35 ○ 片山愛介(〃)
一

40 ○ 〃(〃)

54 ○ 荻原宏二郎 工業化学科

37 ○ 長谷 部正彦 土木工学科'

37 ○ 佐伯伸雄 一般教 科

35 ○ 鈴木行雄"

鈴木澄夫"
57 1 ○

尾方隆司"

35 ○ 亀井宜男"

59 ○ 淡路英夫 機械工学科

57 ○ 〃 〃
ラ

57 松崎三重良 電気工学科

57 O 鴇沢勅郎"

57 ○ 松崎三重良"

7

7

7

Z
)

z
∨

5

38

38

57

37

○

○

○

○

○

○

○

渡辺喜 郎

玉田邦平

伊藤 宏

内藤 正義

富永広一

宮野 一彦

〃

〃

工業化学科

〃

電気工学科

俳 常勤)

土木工学科

〃

一32一
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高 専 名

福島工高 専

小山工高 専

群馬工高専

授 業 科 目 名

電 気 工 学 概 論"

電子計 算機 の有無

電 子計 算機(ハ ード)

電子 計 算機(ソ フ ト)

電 気 工 学 実 験

電子計算機(ソ フト戊

電子計算機(ソ フト)

電子計算機 の有無

応 用 数 学

〃

〃

〃

電,子 計 算 機

(ソ'フ ト ウ エ ア)

〃

〃

電 子 計 算 機

(ハ ー ドウエ ア)

シ ス テ ム 工 学

〃

〃

対 象 学 年

土 木 工学 科

a㈲b無

電 気工 学 科

電 気 工学 科

電 気 工 学科

機 械 工 学科

化学 工 学 科

a㊨b無

機 械 工 学科

電 気 工 学 科

土木 工 学 科

工業 化学 科

機 械 工 学 科

電 気 工 学科

土 木 工 学 科

工 業 化学 科

機 械 工 学 科

電 気工 学科

機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

土木 工 学 科

授業時間数
⑱

2

2

1

5

(電 算 機

演 習5回)

1

t

、

4

4

4

4

2

2

2

2

1

2

2

2

1

対 象
学 年

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

5

3

3

5

4

5

5

5

5

一33一



受 講
学生数

計算機実 習

を強制 す る

科 目

`

宿題として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭 和48年 度 授 業担 当者,

氏 名,所 属,常 勤非常勤の別

57 ○ 松浦 正博(非 常勤)

タ

:55 ○ 山口信男 電気工学科
4

35 ○ σ
〃 〃

35 ○ ○ 川俣 栄一"

大嶋健二"

40 ○ ○ ・ 高僑正善 〃

…

29 ○ O 〃 〃

40 ○ 宮崎晴夫(非 常 勤)

〃 ○ 石井 満 一 般科

.〃 ○ 細谷活水 一般科

〃 ○ 奴 白善保 一般科

〃 ○
A 宮崎晴夫(非 常勤)

〃 ○ 岡田文平 電気工学科

〃 ○ 石井 満 一殻科
■

〃 ○ 井野 一 工采 化学科

,
〃 O 呉屋充庸 機械 工学科

κ7 ○ 岡田文平 電気工学科

〃 ○ 宮崎晴夫 俳 常勤)

〃 ○
〃(〃)

'

〃 ○ 石井 満 一般科

一54一
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、

高 専 名

群馬工高専

石川工高専

授 業 科 目 名

計 測 工 学

設 計 製 図

パ ル ス 回 路

情 報 理 論

自 動 制 御

通 信 工 学

電 子 計 算 機 応 用

,(ソ フ トウエア)

化 工 実 験

化 学 工 学

卒 業 研 究

電子 計算 機の有 無

電 子 計 算 機

(前 期)

電 子 計 算機1(概 論)

電 子 計算 機 皿(概 論)

数 値 計 算

電子計算機U(ハ ー ド)

(後 期)

電 子 計 算 機 皿
(フ ォ ー ト ラン)

電子 計 算 機 ∬
(フ ォ ー トラン)

電子計算機u(ハ ー ド)

数 値 計 算

対 象 学 年

機 械 工 学科

機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

〃

〃

〃

土 木 工 学科

工業 化 学 科

全 学 科

⑤有b無

機 械 工 学科

電 気工 学 科

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

授業時間数
⑱

2

■◎

41

1

ウ
'

Z
J

ウ
ム

41

」1

6

2

ウ
」

ウ
6

ワ
'

1

!

2

2

↑

ウ
』

対 象
学 年

4

4

4

5

5

5

4

4

5

5

4,5

各 半期)(

5

4

5

5

3

4

5

4
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、

」

、

受 講

学 生 数 ・

計算機 実習

を強制す る

科 目

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

40 ○ 呉屋充庸 機械工学科

w

〃 ○ 白石明男 機械工学科

〃
、 ○ 岡 田文平 電気工学科 ヅ

$

〃 ○ 小野丈夫 電気工学科

〃 ○ 水出正一 電気工 学科

〃 ○ 小野文夫 電気工学科

〃 ○ 土木工学科赦官

〃 ○ 井野 一 工業 化学科

〃 ○
〃 工莱 化学科

各40 ○ 各科教官

55 ○ ○ 鶴崎 明 機械工学科

1

6

9

9

4

4

2

2

米沢 邦男

浅野 収一

宮島俊 夫

徳山栄一

科学王気.悩

〃

-
・

■◎

9

'◎

4

・4

ウ
6

4

○

○

米沢邦男

浅野 収一

徳山栄 一

宮 島俊夫

〃

〃

〃

〃

一36一



高 専 名

石川工高専

長野工高専

岐虹 高専

授 業 科 目 ㌔ 対 象 学 年

情 報 理 論

電 子 計 算 機

橋 工 ・ 学

土 木 計 画 学

電子 計算機 の有無

応 用'数 学

情 報 工 学

電 子 計 算 機

電 子 計 算 機

理処

〃

報情

学

挙

挙

験

ω

実

学

数

エ

ェ

学

工

用

御

産

工

哩

"

械

報

応

制

生

ω

論理

〃

報情

学

生

工子

エ

電

報

用応

情

電 気工 学科

土 木 工 学 科

〃

〃

④有b無

機械 電気,土木

機 械 工 学 科

電 気

土 木

科学工

へ
〃

械機

〃

〃

〃

〃

科学工気電

〃

〃

〃

〃

科学工本土

授業時間数

⑱

2

1

2

5a

4

2

2

2

2

3

4

1

41

3

1

2

2

2

2

2

対 象
学 年

5

」4

5

5

4

5

5

5

3

4

4

5

5

4

5

4

5

〃

〃

5
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受 講
学生数

29

40

40

40

160

80

40

40

40

40

AO

40

40

40

40

40

40

40

40

55

計算機実 習

を強制 す る

科 目

○

○

○

O

○

○

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

○

○

○

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

○

○

○

○

O

○

○

○

昭和48年 度授業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

松田秀雄 電気露 勤

出村稽典 土木エ学科

〃

飯 田恭 敬

〃

(非常勤)

山岸 亘 一般機械

後藤克也 機械(非 常勤

上野 恒 明

長 尚

電気

土木(非 常勤

僑浦正史 機械

〃 〃

川島左右輔 機械

大川善邦

吉村 一男

鵬 鱗 勤)

川崎轟 ⑳

僑浦正 史 機械

河崎 一夫 電気

北川恵一

武富吾八郎

河崎一 夫

松浦晃一

山錦雄

〃

〃

〃

岐 垣大学(非
常勤)

土木
〃

一38一



高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年
授業 時間数
・(週)

対 象
学 年

岐阜工高専 情 報 処 理 建 築 工 学 科 1 4

、
、

' 電子計算機の有無 ④有b無

沼津工高専 電 子 計 算 機 概 論 機 械 工 学 科 2 一4
●

(

情 報 処 理 〃 2 5

応 用 数 学 〃 4 4

、

工 学 実 験 〃 4 5

卒 業 実 験 〃

卒 榮 研 究 〃 8 5

プ ロ グ ラ ム 演 習 電 気 工 学 科 2 1

電 子 計 算 機 概 論 〃 2 4

電 算 機 工 学 〃 2 5

電 気 工 学 実 験 〃 4 2,5.4,

1

応 用 数 学 〃 4 4

〆

卒 業 研 究 〃 6 5

電 算 機 概 論 工業 化 学 科 2 5
ψ

電 算 機 実 習 〃 2 5

工 業 化 学 実 験 〃 2 5

'電 算 機 プ ロ グ ラ ミ ン グ 〃 1 4

応 用 数 学 〃 4 4

一59一



`

「

、

. 受 講
学生数

計算機 実習

を強制 す る

科 目

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭 和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常勤非常勤の別

37 ○ 中島安夫 建築

80 ○ 松平秀雄 機械
影山 学 機械

80 ○ 同 上

80 ○ 岡田泰栄 機械
菊池 五雄 一般

80 ○ 松平秀雄 機械
影山 学 機械

全教官 機械

80 只 経腸
40 ○ 野 島敬一郎 電気

40 ○ 浜屋 造 電気
、

40 ○ 其屋 進 電気
.

40×5 ○
部分的に 野 島敬一郎 電 気

浜屋 造 電気
北寄 進 電気

40 O 岡田泰栄 専門

菊池 五雄 一般

40
○

部分的に
全教官 電気

40 ○ 佐藤 敬夫(非 常勤)

40

40

40

4{〕

○

○
テー唯 より異る

○

○

小松弘 昌 工業化学

勝沢英夫 工業 化学

小松弘 昌

岡田 平
菊池五雄

工業 化学

滅械
一般

一一40-一



高 専 名

沼津工高専

豊田工高専

授 業 科 目 名'対 象 学 年

卒 業 研 究

電子計算機の有無

情 報 工 学

〃

〃

〃

卒 業 研 究

情 報 理 論

情 報 処 理

自 動 制 御

電 子 回 路

測 量 学

卒 業 研 究

建 築 構 造 力 学

〃

建 築 構 造 設 計1

〃 夏

建 築 応 用 力 学

応 用 数 学

〃

工業 化 学科

㊧有b無

機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

土 木 工 学科

建 築 学 科

機械 工 学 科

電 気 工 学 科

〃

〃

〃

土 木 工 学 科

〃

建 築 学 科

〃

〃

〃

〃

機 械 工 学 科

〃

授業時間数
⑩

12

2

2

2

2

6

2

2

2

2

1

6

4

4

2

2

2

2

2

対 象
学 年

5

3

3

5

5

5

5

5

4

5

4

5

2

3

5

5

4

4

4

4

4
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受 講
学生数

計算機実 習

を強制す る

科 目

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

40 ○
ト マにより異る

工業 化学科全教官

'

42 ○
一般学科

稲垣芳彦(数 学)
`

40 ○ 〃

40 ○ 〃

40 ○ 〃

5 ○
一般 学科

伊 藤二郎(数 学)

一

小森勝 夫 機械工学科

40 田中正興 電 気工学科

40 ○ 岩貞継夫"

40 〃 〃

40 野沢繁之"

31 ○ 桜井 孝昌 土木 工学科

53 ○ 山本広次,栗 本譲,荻 野弘

中島清実,桜 井 孝 昌
土木工学科

40 ○ 田中清人 建 築学科
w

40 ○ 先方 啓"

●
40 ○ 高碕正舷 〃

40 ○ 、
完 方 啓"

、

40 ○ 渡辺雅生(非 常勤)

42 O 伊 藤二郎 一般学科
(数 学)

40 ○ 〃 〃

一42一



高 専 名

鈴鹿工高専

奈良工高専

授 業 科 目 名

応 用 数 学

〃

電子計算機 の有無

電 算 機 概 論

電 算 機 応 用

卒 業 研 究

電 算 機 概 論

電 算 機 応 用

電 算 機 応 用

電 算 機 概 論

電 算 機 応 用

電子計算機の有無

電 子 計 算 機 演 習

電 子 計 算 機 概 論

電 子 計 算 機(1)

(ソ フ トウエア)

電 子 計 算 機(且)
(ノ・一 ドウエア)

情 報 工 学

シ ス テ ム 工 学

電子 計 算 機 の有 無

対 象 学 年

土 木 工 学 科

建 築 学 科

a有 ◎無

機械 工 学 科

〃

〃

電 気工 学 科

〃

工 業 化学 科

金 属 工 学 科

〃

⑥有b無

機 械 工 学科

電 気 工 学科

〃

〃

〃

〃

a有 ㊤無

授業時間数
⑱

2

2

(∠

ウ
ふ

7

2

ク
‥

(
∠

ウ
↑

1

1.5

2

1

対 象
学 年

4

ぷ4

4

5

5

4

5

5

4

5

只
)

3

54

5

5

5

一一43一
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受 講
学生数

計算機実習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科 目

昭 和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常勤非常勤の別

40 ○ 伊藤 二郎 一般 学科
(数 学)

■ 40 ○ 〃 〃

・

40 ○ 今泉重夫助教授
「 ・.:〉

ろ4 ○ 西沢芳 信助教授,松 林肩 '

雄助教授,辻 正利講師

山 口正幸(非 常勤)

7 ○ 松 林憎雄 助教授,辻 正利
講師

36 ○ 今泉重夫助教授

32 ○ 松 山光,石 黒晃(非 常勤) '

50 ○ 小林猛助教授
'

40 ○ 今泉重夫助教授

40 ○ O 大川善郎(非 常勤)

73 ○ 水嶋 厳 機械工学科
,,

42 ○ 高寄晴雄 電気工学科

80 ○ 武部正幸 電気工学科
' (非常勤)

42 水谷 博 電気工学科
■ (非常勤)

42 上田勝彦 電気工学科

42 ○ 上田勝 彦 電気 工学科

、
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高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年
授業時間数

⑰
対 象
学 年

和歌山工高専 機 械 工 学 実 験 機 械 工 学 科 5(年 間) 4

電 子 計 算 機 〃 2 5
＼

情 報 工 学 電 気 工 学 科 2 4

扇

' 電 子 計 算 機 〃 2 5

電子計算機の有無 a有 ⑤無

米子工高専 電 子 計 算 機 機械 工 学科 2 5

〃 電 気 工 学 科 2 4

1
〃 〃 1 3

電 子 計 算 機 演 習 工 業 化 学科 1 5

応 用 数 学

〃 機 械 工 学科 1 4

'1
ハ 〃 電 気 工 学科 1 4

〃 工業 化 学 科 1 4

、'

〃 建 築 学 科 1 4

材'料 力 学 機 械 工 学 科 2 4

電 気工 学 実 験 実習 電 気 工 学 科 5
、

そ の他各科 に●いて卒研実 験実 習で研 参 して い る 。
,

電子計算機の有無 ⑥有b無 ■

松 江工 高専 電 子 計 算 機 機 械 工 学 科 1 4

〃 〃 2 5

〃 生垣浅械工学科 1 4

〃 電 気工 学科 1 4
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喧

/

受 講
学生数

計算機 実 習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機 に直接関
係ある科目

昭 和48年 度授業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

40 ○ ヨ縁正 幸 機械工学科

'

40 ○ ○ 〃 〃

ζo ○ ○ 頼戸幸作 電気工学科
◆

40 ○ 長尾信次" '

(非 常勤)
'

40 ○ 神一紀道 機械工学科

40 ○ 馬庭 悦 電気工学科

40 ○ 〃 〃

40 ○ 石原幸彦 工業化学科

山木 滋 機械工学科

40 ○ 〃 〃

40 ○ 〃 〃

,

40 ○ "〃

40 ` ○ 〃 〃

40 ○ 林 貞男 機械工学科

40 ○ 馬庭淳悦 電気工学科
＼

,1

、

42 ○ 林 隆 一(非 常勤)

36 ○
〃 〃

57 ○ 〃 〃

35 ○ 麻生泰弘"
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、

、

高 専 名

越 工高専

"

津 山工高専

授 業 科 目 名 、

電 子 計 算 機

「
〃

〃

'〃

〃

〃

シ ス テ ム 工 学

1情 報 理 論

電子 計算機の有無

情 報 工 学

電 子 計 算 機 概 論

数 値 解 析

計 数 工 ・学

工 学 実 験
(電 子計算 機実 習)

1子 計酬 工 学

:

情 報 工 学

電 子 計 算 機 実 習

計 画 工 学

電子計算機の有無

対 象 学 年

電 気 工 学 科

〃

〃

、

〃

土 木 工 学 科

〃

機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

a有b無

科学王様機

〃

〃

〃

〃

科学王気電

〃

〃

〃

〃

〃

無b有①

授業時間数
働

1

2

41

1

方1

1

ワ
輪

ウ
」

2

2

1

1

1人1年 間

(40時 間

1

1

2

1

1

1

2

対 象
学 年

4

5

5

5

4

5

5

5

5

4

4

4

5

2

4

5

5

4

5

5
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F

'

'

'

受 講
学生数

計算機実 習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭 和48年 度授業担当者

氏各 所属 常勤非常勤の別

55 ○ 吾郷 浩 電気工学科

〃 〃
' 37 ○ 」

57 ○ 麻 生泰弘(非 常勤)

4

57 ○ 福間 彰(非 常 勤)
一

F

55 ○
` 鹿野浩幹 土木工学科

34 ○
〃"

36 ○ 林,く隆 一(非 常 勤)

57 ○ 野坂 弥蔵(非 常勤)

80 ○ 藤 田志郎 電 気工学科

80 ○ 岸本俊茄 機械工学科

40 ○ 藤 田志郎 電気工学科

4n ○ 岸本峻酷 機械工学科

80 ○ 宮地 功 機械工学科

56 ○ 富田信昭 電気工学科

,1

57 ○ 仁木 滉 理科大岡
俳 常勤)

.

35 ○ 美咲隆吉 岡山大学
●

(非常勤)

55 ○ 藤田志郎 電気工学科

;; ○ 矢野健三 電気工学科

一

35 ○ 富田信昭 電 気工学科
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高 専 名

呉'工 高 専

授 業 科 目 名

情 報 工 学

応 用 数 学

電 子 計 算 機 概 論

情 報 工 学 演 習

NC工 作 機 械

卒 業 研 究

電 子 計 算 機 概 論

電 子 計 算 機 工 学

情 報 工 学

電 気 工 学 実 験

〃

卒 ∵業 研 究

情 報 処 理

応 用 数 学

,電 子 計 算 機 概 論

構 造 力 学

構 造 演 習

対 象 学 年

機械 工学 科

〃

〃

〃

〃

〃

電 気 工 学 科

〃 「

〃

〃

〃

〃

土 木 工 学 科

〃

建 築 学 科

〃

〃

授業時間数
⑱

2

4

5

5

1

α

α

ヘ
ノ

ヘ
ノ

6

1

2

2

5

司

4

回

6

1

1

1

4

2

鯛

網

2

2

対 象、

学 年

5

4

3

5

5

5

4

5

5

4

4

5

5

4

3

4

4

5
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'

1

受 講
1

学生数

計算機実 習

を強制す る

科 目

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭和48年 度授業担 当者
`

氏名,所属,常 勤非常勤の別

37 松富武雄 機械工学科

1■
(近 大)非 常 勤

56 ○ 二井内信司 機械工学科

木藤 三 〃
・

(近 大)非 常勤
、

44 桑原兵二郎 機械工学科
(近 大)非 常 勤

37 ○ 二 井 内 信 司 〃

糸 島寛典 〃

37 鳴瀧則彦 〃
(広 大)非 常勤

「

37 ○ 全教官 機械工学科

57 ○ 脇所 広司 電 気工学科

57 ○ 村 上滋樹 〃

37 ○ 〃 〃

57 ○ 脇所広司"
'

57 ○ 吉野信行"

37 ○ 全教 官 〃
,

41 ○ 久良葺代彦 土木工学科

● 35 ○
し 、

二井 内信司 機械 工学科

41 ○ 栗原兵二郎 建築 学科
'

† (近 大)非 常勤

41 ○ 清和 烈士 建乗学科

41

35

○ 西 村 光 正 〃
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1

高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年
授業時間数

⑱
対 象
学 年

鉄 筋 コンク リー ト構造 建 築 学 科 2 4

5
¶

鉄 骨 、 構 造
〃 2 4

5

、

建 築 計 画
〃 5 4

、

卒 業 研 究
〃 6 5

電子計算機の有無 ⑥有b無

宇部工高専 応 用 数 学 磯城電気化学
4 4

1
〆

2

プ ロ グ ラ ム 技 術 機 械 工 学 科 (半 年)
5

L

、 電 子 計 算 機 概 論
〃 2

(半 年)

4

機 械 工 学 実 験
〃 ろ 5

、

電 子 計 算 機 概 論 電 気 工 学 科 2 3

電 子 計 算 機
〃 2 5

1

電 気 設 計
〃 2 5

∀

情 報 理 論
〃 2 5

プ ロ グ ラ ム 技 術 工 莱 化学 科 2 4 ■

電子計算機の有無 ⑥有b無

詫間電波 無 線 機 器
10丹 ・》11月i

2

専攻科

工高専 12月 以 降

3
'
i 一 一
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一

〆

、

'

「

受 講
学生数

計算機実習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機 を利用す

る科 目

実習十宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

41 ○ 福原安洋 建築学科

`

55

41

35

○ 〃`〃

■

41 ○ 藤井 健"

4 ○ , 正野 崎 昭二 〃

160 ○ 伏 谷猛 、 岩 本 徳 郎.

永久洋治
一般 科

80 ○ 横尾嘉道 機械工学科

80 ○ 川添容宏 山 口大 学附属

(5年 の時実

習でき左かっ

工 業短大電 気科

(非 常 劫)

80

たため)

○
数 名の教 官で分担

(3,4年 の時
機械工学科

実習できなか

40

ったため)

○ 大久保明伸 電気工学科

40 ○ 臼井源慧

40 ○ 土井正則
`

〃
40 ○

● 40 ○ 深川勝之 工業化学科

50 ○ 高嶋正義

真 汕久志
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高 専 名

参考事項

本 校は 昭和

徒 って.昭

設問1に

参考 のた ～

高 知工高専

久留米工高専

授 業 科 目 名

電子計算機 の有 無'

46年4月 に,詫 間電'

047年 度 は1年 生及

セ で あ ります が,昭,

上 記に 記 入 しま す。

自 動 制 御

情 報 処

〃

〃

計 測 制 御

情 報 処 理

電 子計算機 の有無

電 気 工 学 概 論

応 用 数 学

電 子 計 算 機1

パ ル ス 回 路

シ ス テ ム ェ 学

機 械 工 学 実 習

対 象 学 年

a有b無

7高 等 学 校 か ら
,

"2年 生 力㍉高 専 生

047年 度 に お・い

機 械 工 学科

電 気 工学 科

〃

〃

工業 化学 科

土 木 工 学 科

⑥有b無

学
学
学

工
化

工

械

莱
属

磯
工
金

学

学
学

.手

工

工

化

工

械

気
葉

属

機

電

工

金

学工気

〃

〃

学工械機

授業時間数

⑱

間 電 波 工 業 一

あ り,5年.

は,情 報 処

2

(∠

ワ
↑

1

1

1

1

2

0.2

対 象
学 年

等 専門

及び専

教 育は

5

5

4

3

5

5

4

4

z9

4

5

5
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'

受 講
学生数

計算機実習

を強制す る

科 目

宿題として計
、

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科 目

昭 和48年 度授業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

`

'

学畷に昇格 じま し た 。
■ 、

攻"科 生(卒 業 後1年 過 程= は 高 校生 で あ りま す。

「司
官 再 生;(はz 行って お りま せ んが,専 攻 科 生 に 行 っ た の で・

32 ○ 星加 陽三1電 気工学科

35 ○
〃 〃

34

」

○

■

〃'〃 1

45 ○ 益弘 昌美 〃

36 ○
〃 〃

35 ○ 黒岩哲夫 土木工学科
o

順o
,、

○
も

檀上光昭 九州大 学
(非常劾)

■

200

、〆 メ

○ 川 島久喜 機械 工学

P

'40'
○ 南里 博己 電 気工学

40 ○ 河野哲助 冠気工学

40 ○ 四 出 深 、 電 気工 学

80 ○ 相浦正人 機械工学

NG工 作機

一54一



一ーノ

i高 専 名 ;
授 業 科 目 名 対 象 学 年

授業時間数
⑱

対 象
学 年

機 械 工 学 実 験 機 械 工 学 0.2 5

卒 業 研 究 機 械 工 学 必要時間 5
■

(48年 度 予 定)
■ 入

電 子 計 算 機1 電 気 工学 1 3

〃H 電 気 工 学 2 4

〃 演 習 電 気 工 学 t5 5

パ ル ス 回 路 電 気 工 学 1 5

情 報 理 論

.

電 気 工 学 1 5

電 子 計 算 機 概 論 機 械 工 学 巾 4

〃 .演 習 機 械 工 学 3 4

電 子 計 算 機 概 論
工 業 化 学
金 属 工 学

2 4

〃 演 習 〃 1.5 4
o

電 子 計 算 機 概 論 機 械 工 学 1 5

電子計算機の有無 a有 ◎無

有明工高専 応 用 数 学 機 械 工 学 科 4(α5) 4

(数 値計算法)
4

情 報 処 理 〃 2 4年後期

及び 吟

亀「
弓● 亀

、

5年前期

*

情 報 処 理 演 習 〃 5

電 気 工 学 実 験 厄 気 工 学 科 2 11

'
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、

'

'

'

受 講
学生数

計算機実 習

を強 制す る

科 目
曽

宿題として計ぞ

算機を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭 和48年 度 授 業 担 当 者 ⊥

氏 名,所 属,常 勤非常勤 の別

80
○ ○ 森 田保房 機械 工学

ア ナ コ ン

も 一部) ○ 各教官 機械工学

6 L

40 ○ 南里博巳 電気工学

4〔〕 ○ 西出 傑"

40 ○ 西出 傑"

40 ○ 河野哲助"

40 河野哲助 〃

80 ○ 未 定 ・

80 ○ 未 定

80 ○ 檀上光昭 九州大学

'

(非常 勤)
、

80 ○ 未 定

80 ○ 檀上光沼 九州大学
'

`

(非常勤)

45 ○ 木村剛三 機械工学科
大山司朗"
宮川英明"

●
溝 田武 人 〃

(非 常勤)

40 ○ 山下 巖(非 常勤)

戸

55 4

53 ○ 木村剛三 滅械工学科
'

山下 巌(非 常勤)

55 ○ 荒木三知夫 電気工学科
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`

.'

高 専 名 授 業 科 目 名 対 象'学 年
授業時間数

⑱
対 象
学 年

応L用 数 学 電 気工 学 科 4(0.5) 4

(数 値 計算 法)
ぶ

電 子 計 算 機1

十"皿

応 用 数 学

〃

〃

工 業 化 学 科

2

1

4(0.5)

51

5

4

、

(数 値計算法)

*

情 報 処 理 演 習 〃 5

、

工業 化学実 験第6の 〃 54人1組 4

中の1項 目,卓 電実 習 (55h/週)

×2 5

応 用 数 学 建 築 学 科 4(0 .5) 4

(数 値 計算法)

情 報 処 理

'

〃 2 5

*三 井 三 池 製 作 所 のTOSBAC-5400に ょ り1回10 人程度

+電 気工 学科 のOK [TAC-→500で 実 施

電子計算機の有無 a有 ⑬無

北九州工高専 電 子 計 算 機 実 習 機械 工 学科 5 5
●

機 械 計 算 法 〃 2 5

電 子 計 算 懐1 電 気 工 学 科 {i ;
5

・

/

"皿 〃 2 5

情 報 理 論 〃 1 5

電子計算機の有無 ⑥有b無
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受 講
学生数

計算機 実習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科 目

実習や宿題は
'

課さないが計,
算機に直接関
係 ある科目

昭和48年 度授業担 当者 ・

氏名,所属,常 勤非常勤の別
、

○ 井上 蝦鯛 一般
猿 渡正樹 〃

`

39 ○
＼

宮原邦幸(非 常幼)

の

59 ○
、

荒木三知 夫 電気工 学科

37 ○ 木村剛三 機械工学科
山下 巖(非 常勤)

32 永田良一 工業 化学科
木村剛三 機械工学科

57

52

○
永 田良一 工業 化学科

○ 木村剛三 機械工学科
大 山 司 朗 〃

宮川英明"
溝田武人(非 常 幼)

'

27 ○ 竹松 正樹(非 常 勤)

6 D分 間 で実施

,

78 ○ 岩田直人 機械工学科
■

75 ○ 村上周太 九州工業大学
制御工学科 俳常勤)

`

58

59 ○ 野母邦彦 電気工 学科
38

38 ○ 〃 〃

58 ○ 磯 泰行 九戊]口ξ大学

電子工学科(非 常勤)
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高 専 名

.佐世保工高 専

熊本電波
工高専

大分工高専

授 業 科 目 名 対 象 学 年

プロ グ ラ ミン グ1

プ ロ グ ラ ミン グH

プ ロ グ ラ ミン グ1

プ ログ ラ ミン グ 皿

電 算 機 応 用

電 子 計 算 機1

〃ll

情 報 工 学

プ ロ グ ラ ミ ン グ

プ ログ ラミン グ応 用

情 報 工 学

*た だ し一般 教 育 科 目

電 子 計 算機 の有 無

,電 気工業化学

電気 工莱化学

機 械 工 学 科

〃

〃

電 気 工 学 科

〃

〃

工 業 化 学 科

〃

〃

と して行 う

⑤有b無

現在本校は学年進行

後

覆

理

算

糎

管

計

算十

産

子

蠕

電

電

生

機

学

算

エム

江
6ー

テ

子

ス

電

,

シ

のため5年 生(昭

科学工滅後

〃

〃

科学工気

〃

授業時間数
⑩

1

1

1

1

1

2

2

2

1

1

1

lll50年)よ

1

0.5

2

2

2

対 象
学 年

1

2

5

4

5

4

5

5

4

4

5

正科

5

5

5

5

5
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'

受 講
学生数

160

160

80

80

80

40

4Ω

40

40

40

40

して2

64

64

64

56

36

計算機実 習

を強 制す る

科 目

○

○

○

○

○

○

○

○

⑭位 行 う予 定

○

○

宿題 として計

算機を利用す

る科 目

○

す 。

○

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

○

○

○

○

昭和48年 度授業担当者

氏名,所属,常勤非常勤の別

谷 口和孝 電子計算機室

井上 富士 夫 一般科目数学
山本富士雄 〃

野中稀平"
溝上武i"

寺 島健 一 機械 工学科

〃

栗須正登

江藤誠実

柴原哲太郎

野 中稀平

〃

〃

〃

(非常 勤)
電気工学科

〃

〃

一般科目数学

〃

永末 幸 工業化学科

末永近志

石田 瑞穂

杉本信道

兼田 護

佐 藤健 一

日本鉱業

(非 常勤)

機械 工学部

日本鉱業

(非 常勤)

電気工学科

昭和電工
非常 ‥
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、

'

、

●

高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年
授業時間数

⑱
対 象
学 年

電 気 工 学 実 験 電 気 工 学 科 6
・5

卒 業 研 究
〃 65 5 4

±木工学特論情報処理 土 木 工 学科 1 5

電子計算機の有無 a=有 ◎ 無

、

都城工高 専 電 子 計 算 機 機 械 工 学 科 1 5

情 報 工 学 〃 1 5

情 報 処 理 ソ フ ト 電 気 工 学 科 2 5

、
、

1情 報 処 理 ハ ー ド 〃 2 5

情 報 工 学

〃

工 茱 化 学 科

〃

1

2

4

5

)

電 子 計 算 機 概 論 建 築 学 科 1 4

.電子計算機 の有無 a有 ◎無

鹿児島工高専 情 報 工 学 機 械 工 学 科 1 4

情 報 工 学 〃 1 5

電 子 計 算 機 電 気 工 学 科 1 4

電 子 計 算 機 〃 2 5

■

電 子 計 算 滋 機 械 ・電 気
'1

5

(フ ォ ー ト ラ ン)

4

構 造 力 学 土木 工 学 科 1 4

構 造 力 学
〃 1 5

T

r

「

電子 計算機 の有無 @有b無

」61一



`

r

.

'

受 講
学生数

計算機実 習

を強制 する

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭 和48年 度 授業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

36 ○

■ 8 ○
・

57 高 田 弘 佐 賀大学
(非常勤)

6

28 ○ 落合博二 宮崎蕊 勤)

12 ○ 岡 威男 機械工学科

35 ○ 原 敦祥(非 常勤)

26 ○ 〃 〃

29 中村 給 鹿螂 ㍊
、

51 登本 登 宮作蕪 勤)

25 中村 給 鹿児島大学
(非常勤)

74 ○ 河野 良弘 機械工学科
`

70 ○ 河野 良弘 機械工学科

38 ○ 古賀亜彦 電気工学科

27 ○ 古賀亜彦 電気工学科 〆

■

97 ○ 古賀亜彦 電気工学科

・

40 ○ 塚本正文 土木工学科

40 ○ 1
塚本正文 土木工学科

ト
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輪

国立商船高専

高 専 名

富 山 商 高専

電子計

鳥 羽 高 高,専

電子計

尊高南島

計子電

授 業 科 目 名

情 報 処

機の熟 ㊧有b

論

無b

概理

有㊧

処報

「
情

無有の機

情 報 処 論

機の有無 ⑤有b無

論

無b

概理処報

'

情

〃

〃

〃

有㊧無有の機

・

専高商削

計子電

対 象 学 年

誘 ズ

科学海航

科学関機

航 海 学 科

機 関 学 科

機 関 学 科

〃

航 海 学 科

〃

授業時間数
⑱

〔∠

ワ
↑

2

、(㌫,

2

(4年1時

間5年 〃

1

41

1

1

対 象
学 年

4.

4.5

▲4

5

44

5

4.5

4.5

4

5

4

4
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受 講
学生数

計算機実 習

を強制 する

科 目

宿題 として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭 和48年 度 授 業 担 当 者

氏 名,所 属,.常勤非常勤の別

124 、 ○ 北川泰郎 航海学科
●

65 ○ 宮本敏男 一 般教 科

■

41 ○

○ 広 田 実(神 戸商船 大
34 教授,非 常

勤)

54 ○ 大岩 紘 機関学科

35 ○

80 ○ 4年 黒瀬龍車(航 海

学科)

60

'1

5年 山口 毅(日 立

造 船,

非常勤

80 ○ 稲岡紀子生 機関学科
■

40 ○ 〃 〃

◎

40 ○ 伊藤 迫彦(非 常勤)

40 ○ 〃 〃

'
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.一一

＼

公立主業高専
-

高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年
授業時間数

⑱
対 象
学 年

f鷲 立雌
情 報 処 理 航空機体工学科 1 4

$

応 用 数 学

工 学 演 習 航空原動機工学科 1 4

「

㍉6
2 4

機 械 工 学 科

'

2 5

電 子計算機 の有無 ⑤有b無

東京都立工高
　

電 気 工 学 概 論 機 械 工 学 科 1時 間/週 5

専

|

生 産 工 学 〃 2〃 4

工 学 実 験 〃 15時 間 4

/年
1

、、

特 別 講 義 〃 半年間 5

2時 間/週

自 動 制 御 〃 2時 間/週 5

、

生 産 管'理 〃 2〃 5

令

応 用 数 学 機 械 工 学 科 15時 間 に 4

わ た り
2時 間/週

電 気 工 学 科 7週 間 4
一 一

'

_65_}



L、

'

、

L

受 講
学生数

計算機実 習

を強制 す る

科 目

宿題として計

算機を利用す

る科目

実習や宿題は
課さないが計
算機 に直接関
係ある科目

昭 和48年 度授業担当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

28 応 用 数 学 前田辰三(応 数)

1

55 応 用 数 学 前 田辰三(応 数)

106 工 学 演 演 工 学 演 習 上 田満 男(応 用力学, '

情報処理)
＼

110 情 報 処 理 情 報 処 理 星野道男(情 報処理)
1

111 ○ 岸 田孝一 株式会 社
ソフトウエアリサーチ

アソシェイツ

(非 常勤)
、

111 ○ 石田良男 機械工学科
佐 藤光正 〃

111 ○ 石 田 良 男 〃
'

96 ○ 蛸 次 男 東 京 デ ータ ー
、

セ ン ター(非

常 勤),

96

96

111 ○

○

○

笹原俊雄 機械工学科
佐藤三禄 東京工業大学

石田良男
佐藤光正
春 日井博

富 田恭一 矢

機械工学科
〃

早稲 田大学

(非 常勤
一般教養科

ろ2 ○ 渡辺克夫 〃
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'

高 専 名 授 業 科 目 名 対 象 学 年 授 業 時 間数

、(週)

対 象
学 年

東京都立工高 に わた り 4

専 4時 間/週
'■

・機 械 工 学 概 論 電 気 工 学 科 半年間
2

4
●

電 子 計 算 機 〃 1 5(電

子専攻)
●

電 気 設 計 〃 1 5(電

気専攻 )

』 子 回 路 演 習 〃 2 5(電

子専攻)
1

電 気 法 規 〃 1 5

電 気 材 料 〃 1 5

卒 業 研 究 機 械 工 学 科 平均 5

1時 間/週

電 気 工 学 科 平均 5

1時 間/週
㎏

電 気 工 学 実 験 実 習 〃 5ケ 月 間 に 5

18時 間 禽

電子計算機の有無 a有 ◎無

大阪府 立工高 電 子 計 算 機 機 械 工 学 科 1 5

専

自 動 制 街 〃 1 5
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受 講
学生数

計算機 実習

を強制す る

科 目

宿題として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

b

32 ○ 植村辰久 明星大学(非
■ 常 勤)

26 ○ 下斗米徹三郎 電気工学
科

11 ○ 伊藤美郎 東和工業株式
会社(非 常勤 )

26 ○ 伊藤益敏 相模工業大学
(非 常勤)

1

37 ○ 植村長久 明星大学(非
常 勤)

37 ○ 植村辰久 明星大学(非

|

常 勤)

25 ○ 本 橋茂守,新 井 泰司,相

原 民 彦,石 田 良 男,佐 藤

光正,関 二 郎,新 井孝 英

渡辺敬三,鈴 木 英 夫

機械工学科

5 ○ 下斗米徹三 郎,鷲 見篇

電気工学科
■

37 ○ 植村辰久 明星大学(非
常勤)

`

76 ○ 石桁正士 機械工学科(
非 常勤)

76 ○ 1 田 中 邦 宏 ・ 〃

1
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高 専 名

阪府立工高

授 業 科 目 名

計 測 工 学

電 子 計 算 機

工 学 演 演

工 学 実 験

情 報 工 学

('wa、 報 ・ 工 学

自'動 制 御 工 学

電 気 工 学 実 験

、特 別 講 義

情 報 工 学

電 子 計 算 機 概 論

土.木 ・計 画 学

卒 研
※実験 」実習 の一 テ

電 子計 機 の有無 ㊧有b無

戸市立工 高 電 『 子 、計 算 機

電 子 計 算 機

特別講義(情 報理 論)

電 子 計 算 機

電.・ 子 計 算 機

対 象 学 年

機 械 工 学 科

〃

〃

〃

電 気 工 学 科

〃

〃

〃

〃 ー

工 業 化 学 科

土 木 工 学 科

〃

全 科
マ と して い る

機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

電 気 工 学 科

工 業 化 学 科

土 木 工 学 科

授業時間数

⑱

1

1

2

4

2

2

2

Z
∨

1

ウ
」

(∠

ウ
↑

(∠

ク
一

1

1

1

対 象
学 年

4

4

4

4

5

4

5

4

2

4

5

5

5

4

5

5

5

5

■
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,

'

'
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…

受 講
学生数

計 算機 実習

を強制す る 『

科 目.

宿題として計

算機 を利用す'

る科 目

実習や宿題は
課さ在いが計
算機に直接関
係ある科目

L

}

昭和48 .年度授 業担 当者
一

氏名所属常勤ぽ勤 別
$

～

82 ○
1

1

田中邦宏 機械工学科 ,'

82 ○ 石桁正士'機 械工学科
' 、 非常勤)

※82名 ○ ○
をクルー 〃

プに分 数人で分担
けて行 〃

う ○ ○ 二

55 ○ ○ 大島勝也 電気工学科

35 ○ ○ 高橋文 彦 〃

55 ○ 高橋文 彦1〃

※ ○ 数入で分担

45 ○ 大 島勝也 〃

ぞ

36 ○ ○ 久保健ニ 工業化学科

55 ○ 安東裕一 土木工学科
、

35 ○ 大 同淳之 〃

利用者 研究に利用 各科で分担
30 ○

、

80 ○ 竹内 誠 機械工学科

0

0

0

8

8

4

40

「○

○

吉 永元一

奥井 重彦

土 屋嘉章、

土屋嘉章

電気工学科

電気工学科

工業化学科
非常勤)、

土木工学科
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、

私立工業高専

高 専 名 授'業 科 目 名 対 象 学 年
'

授業時間数

働
対 象
学 年

聖 橋 工 高 専 未 実 一施

`

電 子計算機 の 有無la有 ◎無 4

機 徳工 高 専 情 幸艮 処 理 機 械 工 学 科 1 5

情 報 処 理 〃 1 4

く

電 子 計 算 機 一1 電 気 工 学 科 1 5

〃 〃 1 4

〃 〃 2 5

電 子 計 算 機 一 ∬
〃 2 5

電 気 工 学 実 験 〃 8/35 5

〃 〃 10/55 4

卒 業 研 究 〃 6 5

電 算 機 工 業 化 学 科 2 5

電 算 機 実 習 〃 2 5

電 算 機 〃 4 4

b

電 算 機 〃 1 5

電子計算機 の有無 ⑤ 有 わ無 」

桐蔭学 園工高 プ ロ グ ラ ミ ン グ1 電 気 工 学 科 1 1

専

プ ロ グ ラ ミ ン グH 〃 2 2

プ ロ グ ラ ミン グ応 用 〃 5 5
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,

'

/

～

受 講
学生数

計算機実 習

を強 制す る

科 目

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

昭 和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別
'

58 ○ 野島一利 機械工学科

49 ○ 野 島 一 利 〃

46 越 前屋卯一 電 気工 学科

45 ○ 〃 〃

⇒

40' ○^ 〃 〃

40 ○ 〃 〃

46 ○ 〃 〃

43 ○ 〃 〃令

'

8 ○ 安 田文彦 〃
、

越 前 屋卯一

42 物 理 化 学 物理化学実 化学工学自 宇梶 剛 工業化学科
験 動制御

42 〃 有機工業化 〃 〃 〃

験
・

59 〃 物 理 化 学 化学工学 自 〃 〃

動制御

40 〃 〃 〃
/ 一

吟

go ○ 関根詮明 電気

90

90 ○

○ 横川博 良 電気

関根詮 明 〃

ー72一
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高 専 名

蔭学園工高

電 子計

沢 工 高専

電子計

授 業 科 目 名

数 値 解 析

子 計 算 機

情 報 理 論

生 産 工 学

子 工 学(第1)

子 工 学(第 ∬)

応 用 電 子 工 学
1

子 計 算 機 実 習

応 用 数 学

電 気 工 学 実 験

電 子 計 算 機

生 産 工 学

シ ス テ ム 工 学

機 の有無 ④b無

ハ

対 象 学 年

科学工気電

"

"

〃

〃

"

〃

〃

〃

〃

科
料

挙
挙

工
花

械
業

機
工

科
科

学
学

工
化

械
業

機
工

科学工械機

科学エ

グ

気電

〃

科学工

〃

械機

機

析

論

学

機

無b

算

算

理

工

有

解

十

十

㊧

言
口

≡
ロ

子

値

報

報

子

熊の

電

数

精

精

電

機

授業時間数
⑱

2

2

2

2

5

ズ
∨

3

1

2

21

(
∠

(∠

(∠

2

1

2

(∠

1

対 象
学 年

5

4

5

5

5'

4

5

5

5

2,3,4,5,

5

5

5

5

5

5

5

5

`

、

♪

一73一



1

'

'

～

受 講
学生数

90

90

90

90

90

90

90

90

90

560

135

1ろ5

90

92

92

92

66

66

計算機実 習

を強制す る

科 目

○

○

○

○

○

○

○

宿題として計

算機を利用す

る科目

○

○

○

○

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係ある科目

○

○

○

昭 和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

横川博 良 電気

関根詮明

丹 羽i義栄

森山 芽

安藤秀哉

〃

〃(非 常勤

"(〃

〃

土屋真 太郎 〃

宮坂武芳

関根詮明

〃(非 常勤

〃

鈴本敏 弘 一 般

安藤秀哉 電気

辻 毅 一 ＼ 機 械

加賀忠孝 〃

辻 毅 一 〃

北本喜一 郎 電 気工学

〃

村本 紘

中川敏 夫

村本 紘

〃

〃

機械工学科

電気工学科

一74-一



高 専 名

野 工 高 専

電子計

阪 工 高導

電子計

授 業 科 目 名

情 寵 工 学

〃

〃

電 子 計 算 機 概 論

機の有無a有 ⑤無

電 子 計 算 機 概 論

〃

〃

情 報 工 学

の有無a有 ⑪無

対 象 学 年

電 気 工 学 科

土 木 工 学 科

機 械 工 学 科

機 械 工 学 科

機 械 工 学 科

電 気 工 学 科

〃

土 木 工 学 科

授業時間数

⑰

朗

朗

期

年

前

後

後

通

2

2

2

2

対 象
学 年

∩
∠

1

4-

-

5

5

5

5

一75一
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ノ
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/・ 一

受 講

学生数

計 算機実習

を強制す る

科 目

宿題 として計

算機 を利用す

る科 目

実習や宿題は
課さないが計
算機に直接関
係 ある科目

昭和48年 度授業担 当者

氏名,所属,常 勤非常勤の別

62 植 田 司(非 常 勤)・

54 岸 田正 一

84 福田安男

72 福住弘治

107 ○

一

高士義則・(非 常勤)

78 ○ 大塚与左 工門

78 ○ 岡部久高

92 ○ 〃

1

一ー76一
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返 却 期 限 票

最後 にある日付があなたの返却期限です。

遅れ ない ように期限内に返 却 しま しょう。

続いて借 りたいときは届け出て くだ さい。

返却期限票 MARUZ・Nl

,

」

1

`i

(

、

、

L

・

n

`

3



1

5謝6



ノ

ー 一

'♪

,

－

t
,

、


